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  令和３年２月15日 

 
高輪築堤跡（東京都港区）の文部科学大臣の視察について 

 

 
 

１．日時 

 令和３年２月16日（火）15：00～16：00（予定） 

 

２．場所 

 高輪築堤跡（〒108-0074東京都港区高輪２丁目22） 

 

３．主なスケジュール 

時間 内容 取材の可否 

15：00 高輪築堤跡着・視察 可 

（インタビュー不可） 

15：35 ＪＲ東日本、港区等との 

懇談・意見交換 

不可 

15:50 ぶらさがり取材 可 

16:00 高輪築堤跡発 － 

 

４．取材について 

 取材を御希望の場合、２月15日18時までに、以下の担当まで別紙様式にて御登録をお願

いいたします。なお、以下の取材の留意事項を必ず御一読ください。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため，取材を御希望される方が多数の場合は，調整

をさせていただく可能性がございます。調整を要する場合は，２月15日（月）19:00までに

連絡します。 

 取材登録票に基づき名簿による確認を行い，受付場所にて受付と注意事項説明を行いま

す（場所は添付地図を参照）。なお、受付時間は14:15～14:45です。 

  

下記のとおり、萩生田文部科学大臣が高輪築堤跡（東京都港区）を視察し、ＪＲ東日

本、港区等との意見交換を行いますので、お知らせします。 



2 

 

※ 取材の留意事項 

（１）現場内には徒歩での入場のみとなり，車両での入場はできません。また，駐車場の

御用意もしておりませんので御了承ください。 

（２）報道公開中にはスタッフの指示に従って頂きますようお願いします。 

（３）新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，取材時はマスクの着用をお願いしま

す。 

（４）開始時間までに現地（地図参照）へお集まりいただき，必ず「腕章」，「プレス証」

を着用の上，担当職員へ受付をお願いします。 

（５）安全確保のため，安全保護具（ヘルメット等）を必ず御持参ください。 

（６）取材できる（＝撮影可能）範囲は，エリアを設けさせていただいております。 

（７）各エリアへはスタッフが誘導しますので，スタッフの指示に従ってください。 

（８）工事現場のため足元が悪くなっておりますので，御注意ください。 

（９）少々の雨天でも視察は決行しますが，荒天時は視察を中止します。中止の場合には，

事前に登録のあった連絡先へその旨連絡します。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課   

  課  長 鍋島 豊 

課長補佐 田井 祐子 

調査係長 広瀬 綾乃 

電話：03-5253-4111（代表） 

   03-6734-2878（直通） 
Email bunkazai2@mext.go.jp 



 

高輪築堤（概要） 

 

高輪築堤は、明治５年（1872 年）10 月に我が国初の鉄道が新橋

～横浜（現・桜木町）間に開業した際、本芝から高輪海岸を経て品

川停車場までの約 2.6 キロの間、海上に線路を敷設するために築か

れた鉄道構造物。 

工事はイギリス人技師エドモンド・モレルの指導のもとで民部省

鉄道掛（後に工部省鉄道寮）が担当し、石垣の石材には台場や高輪

海岸の石垣等が使用。一度埋め立てた土砂が波に流されて築堤が崩

壊するなど難工事となり、完成したのは正式開業直前の明治５ 年 9

月となった。明治日本の近代化を象徴する遺跡として貴重。 

（情報提供：港区教育委員会） 

 

 
東京品川海辺蒸気車鉄道之真景 (歌川広重(三代)) 

明治５～６年頃（1872～1873 年）頃 

港区教育委員会蔵 



【高輪築堤跡の視察地図】



取材登録票 

 

送信先（文化庁文化財第二課） 

Email : bunkazai2@mext.go.jp 

FAX : 03-6734-3822 

 

取材を御希望の方は，令和３年２月 15 日（月）18 時までに下記事項を記入の上，

本用紙を E-mail（bunkazai2@mext.go.jp）又は FAX でご登録をお願いいたしま

す。 

 

【取材者連絡先等】 

１．貴社名 （媒体名）                     

 

２．御芳名 （記者氏名）                    

※全員分記入 

 

３．カメラ種別       スチール ／ ムービー ／ なし    

 （クルー人数 名）※上記記者含む 

 

４．電話番号 （携帯番号）                   

※当日連絡の取れる番号をご記入願います。 

 

５．E メールアドレス                      

 


